
大
山
さ
ん
宅
で
は
、
村
山
市
戸
沢
地
区
で
七
宝
焼
き
が
体
験
で
き
る
「
民
泊
工
房
Ｆ
Ｕ
ｕ

〜
」
を
営
ん
で
い
ま
す
。

一
軒
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
２
０
１
９
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
七
宝
焼
作
家

で
も
あ
る
芙
由
美
さ
ん
が
民
泊
の
女
将
と
し
て
切
り
盛

り
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
る
裕
貴
さ
ん
も
全

面
的
に
協
力
。
家
族
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
客
の
利
用
も
多
く
、
琥
太

郎
く
ん
や
み
の
り
ち
ゃ
ん
と
同
年
代
の
子
供
た
ち
が
訪

れ
る
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
も
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交
流

す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
良
い
刺
激
と
な
り
、

成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

琥
太
郎
く
ん
は
、
図
鑑
「
最
強
王
図
鑑
」
が
大
好
き
で
、
か
る
た
や
神
経
衰
弱
も
得
意
。
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
か
な
わ
な
い
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。
み
の
り
ち
ゃ
ん
は
「
メ
ル
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
お
人
形
が
お
気
に
入
り
。
二
人
と
も
お
母
さ
ん
が
作
る
プ
リ
ン
が
大
好
物
で
す
。

▽
ご
両
親
か
ら
ひ
と
言

子
供
た
ち
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
民
泊
を
利
用
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
様
と

の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
元
気
で
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
。

民
泊
業
は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
人
々
と
触
れ
合
う
場
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
村
山
市
の
名
所
や
特
産
物
を
紹
介
し
、
訪
れ
た
方
々
に
村
山
市
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
将
来
は
、
こ
れ
ま
で
来
て
く
れ
た
お
客
様
の
と
こ
ろ
に
私
た

ち
家
族
が
遊
び
に
行
け
る
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

現
在
、
碁
点
温
泉
の
近
く
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
オ
ー
プ
ン
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
家
族
４
人
で
「
わ
い
わ
い
」
と
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

村山市白鳥

みのり ちゃん(２歳)

印
刷
・
製
本
／
㈲
印
刷
文
化
堂

乱
丁
・
落
丁
・
不
刷
の
際
は
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
「
ふ
れ
あ
い
」
№
375

2026.６
.10発

行
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.m
itinoku.or.jp

E-m
ailinfo＠

m
itinoku.or.jp

編
集
・
発
行
／
み
ち
の
く
村
山
農
業
協
同
組
合

山
形
県
村
山
市
楯
岡
北
町
一
丁
目
１
番
１
号
TEL0237-55-6311㈹

FAX0237-55-5825

ふれあい

みなさまとＪＡを結ぶ Hot Line ２０２６

No.375

こちらにも
アクセス‼
ホームページ➡

６６ふれあい

大 山 裕 貴
ゆ う き

さ ん(40歳)

琥太郎
こたろ う

く ん(４歳)

芙由美
ふ ゆ み

さ ん(39歳)
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■(今月の表紙)元気にがんばっています
／お天気カレンダー２

■旬のさくらんぼ出荷間近
／すいか生産部会通常総会３

■特集
ＪＡみちのく村山 自己改革工程表 ４

■ニュース展望台 ８

■いきいき笑顔の子供たち
土に触れ農業体験 10

■みちのくぼいす
／クロスワードパズル 12

■共済の相談は私たちが対応いたします！
ライフアドバイザーの紹介 14

■お知らせ掲示板 16

■家族で楽しむおいしい一皿
／わいわい家族 20
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▼
栽
培
品
目
、
栽
培
面
積
は
？

妻
の
祐
美
子
さ
ん
(71
)と
一
緒
に
、
受

託
も
含
め
て
水
稲
25
㌶
、
ソ
バ
７
㌶
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

▼
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
経
緯
は
？

高
校
卒
業
時
は
高
度
成
長
期
で
、
米
価

運
動
も
盛
ん
な
時
期
で
し
た
。
当
時
、
毎

年
米
価
が
上
が
り
農
業
に
魅
力
を
感
じ
、

両
親
の
意
向
も
あ
り
就
農
を
決
意
し
ま
し

た
。
就
農
当
初
は
水
稲
と
葉
タ
バ
コ
を
栽

培
し
て
い
ま
し
た
。

毎
年
３
月
30
日
に
塩
水
選
な
ど
作
業
を

始
め
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
田
植

え
を
行
い
、
７
月
下
旬
に
ソ
バ
を
播
種
し

て
、
秋
に
収
穫
を
迎
え
ま
す
。

▼
農
業
の
魅
力
、
農
業
を
し
て
い
て
良
か
っ

た
と
思
う
こ
と
は
？

働
け
ば
働
い
た
分
、
手
間
を
掛
け
れ
ば

掛
け
た
分
、
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
農
業
の
魅
力
。
自
分
の
努
力
次
第
で

収
入
を
増
や
せ
る
点
に
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
毎
年
天
候
が
異
な
る
た

め
、
特
に
近
年
の
異
常
気
象
に
は
栽
培
管

理
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。

▼
元
気
の
秘
訣
や
楽
し
み
は
？

２
人
で
温
泉
に
行
く
こ
と
が
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。
田
植
え
後
の
「
さ
な
ぶ
り
」

や
収
穫
後
の
12
月
に
、
年
２
回
ほ
ど
出
か

け
て
い
ま
す
。
温
泉
に
入
っ
て
お
い
し
い

物
を
食
べ
る
と
、
疲
れ
も
癒
さ
れ
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

▼
今
後
は
？

健
康
に
注
意
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

祐
美
子
さ
ん
へ
は
「
こ
れ
か
ら
も
ゆ
っ

く
り
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
一
緒
に
農
業
を
楽

し
ん
で
い
こ
う
」
と
伝
え
ま
し
た
。

星が見えなくても
７月７日は七夕です。毎年梅雨の時期に当たる

ため、七夕の夜には雲が広がり、天の川、ひこ星、
織り姫を観察できないことが多くなります。テレ
ビのニュースや気象情報では「今年は曇りや雨で、
ひこ星と織り姫は会えません」とも言われます。
空を覆う雲は､背の高い積乱雲でも高さ10～15km
程度です。地球から17光年(約162兆km)離れてい
るひこ星や25光年(約240兆km)も離れている織り
姫と比べれば、雲は地球の表面を覆う、薄いベー
ルに過ぎません。私たちの目には雲が邪魔をして
も、星々はそのはるかかなた上空の宇宙空間で、
変わらず輝いていることでしょう。見えないから
といって、ひこ星と織り姫は会えないわけではあ
りません。むしろ、みんなの視線が届かない夜の

お天気カレンダー
気象予報士 檜山靖洋

方が、２人はゆっくり語り
合えているかもしれません
ね。そんなふうに考えれば、
雨の七夕も、ロマンチック
だと思いませんか？
この時期に、梅雨末期の

大雨で、災害が起こらない
ことを星たちに願いたいと
思います。

大石田町岩ヶ袋

早坂 志登司
し と し

さん(72歳)

さ
く
ら
ん
ぼ
の
本
格
的
出
荷
を

目
前
に
控
え
、
村
山
営
農
セ
ン
タ

ー
さ
く
ら
ん
ぼ
生
産
部
は
５
月
20

日
、
村
山
市
内
の
２
ヵ
所
の
園
地

で
、
新
梢
管
理
講
習
会
を
開
き
ま

し
た
。

葉
山
地
区
の
三
原
勝
さ
ん
の
園

地
で
は
55
人
の
生
産
者
が
参
加
し
、

北
村
山
農
業
技
術
普
及
課
の
荒
澤

直
樹
シ
ニ
ア
専
門
員
が
良
品
質
生

産
に
向
け
た
管
理
に
つ
い
て
説
明
。

６
月
上
旬
か
ら
始
ま
る
主
力
品
種

旬
の
さ
く
ら
ん
ぼ
出
荷
間
近

〜
講
習
会
で
良
品
質
生
産
、
出
荷
打
ち
合
わ
せ
で

集
荷
体
制
を
確
認
〜

「
佐
藤
錦
」
の
出
荷
に
向
け
今
後

の
作
業
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

15
日
に
は
「
や
ま
が
た
紅
王
」
の

講
習
会
が
、
楯
岡
地
区
の
大
山
拓

也
さ
ん
の
園
地
で
開
か
れ
23
人
が

参
加
。
今
後
の
栽
培
管
理
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

22
日
に
は
、
中
央
集
荷
場
と
果

実
選
果
場
の
２
カ
所
で
出
荷
打
ち

合
わ
せ
会
が
開
か
れ
、
今
年
の
集

荷
体
制
や
出
荷
規
格
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

５
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
「
令

和
８
年
産
さ
く
ら
ん
ぼ
情
報
交
換

会
」
が
開
か
れ
、
各
支
部
の
役
員

す
い
か
生
産
部
会
は
５
月
27
日
、

尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
で
第
24
回

通
常
総
会
を
開
き
、
生
産
者
の
代

表
ら
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
山
功
部
会
長
が
「『
尾
花
沢

す
い
か
』
の
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
統
一
し
た
技
術
を

全
体
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
新
規
就
農
者
も
頑
張
っ
て
い

て
、『
尾
花
沢
す
い
か
』
に
恥
じ

な
い
栽
培
技
術
の
指
導
を
お
願
い

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
全
４
議
案
を
承
認
。

今
年
は
、
品
質
管
理
の
徹
底
と
栽

培
技
術
の
向
上
を
図
り
、
市
場
と

の
情
報
共
有
を
通
じ
て
生
産
者
の

所
得
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

信
頼
さ
れ
る
産
地
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
部
会
長
に
尾

花
沢
地
区
の
大
類
賢
也
さ
ん
、
副

部
会
長
に
村
山
地
区
の
中
里
幸
喜

さ
ん
を
新
任
、
大
石
田
地
区
の
村

岡
裕
一
さ
ん
を
副
部
会
長
に
再
任

し
ま
し
た
。

５
月
９
日
に
は
、
尾
花
沢
営
農

セ
ン
タ
ー
す
い
か
生
産
部
会
の
通

常
総
会
が
開
か
れ
、
生
産
者
ら
約

120
人
が
出
席
。
全
４
議
案
は
満
場

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新部会長に大類賢也 氏
～さらに信頼される産地へ～

▲すいか生産部会の新役員（右から中里副部会長、大類部会長、
村岡副部会長）

あ
い
さ
つ
に
つ
づ
き
、
協
議
で
は

Ｊ
Ａ
の
担
当
者
か
ら
、
18
日
に
実

施
し
た
作
況
調
査
の
結
果
、
地
域

や
園
地
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
管
内
平
均
し
て
「
昨
年
よ
り

は
良
い
も
の
の
『
豊
作
』
と
ま
で

は
い
か
な
い
」
結
果
と
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
販
売
基

本
方
針
で
は
、「
重
点
市
場
等
と

の
販
売
状
況
等
の
情
報
共
有
及
び

計
画
出
荷
に
よ
る
価
格
の
維
持
」

な
ど
３
つ
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
市
場
の
担
当
者
か
ら
は
、
消

費
地
の
情
勢
や
販
売
方
策
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、「
有
利
販
売
に

は
良
品
質
出
荷
を
基
本
に
、
出
荷

数
量
な
ど
の
情
報
共
有
が
重
要
で

あ
る
」
と
話
し
、
活
発
に
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲さくらんぼの情報交換会であいさつする芦野部長

と
重
点
取
引
市
場
２
社
の
販
売
担

当
者
ら
16
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
生
産
部
の
芦
野
貴
之
部
長
の

情
報
共
有
で
有
利
販
売
目
指
す

▲さくらんぼの新梢管理講習会(三原さんの園地)

▲出荷打ち合わせ会(果実選果場)

すいか生産部会
通常総会



食育教育を目的とし、子供たちに土とのふれあいから自然や農業
の大切さ、食と農のかかわりを学んでもらおうと、青年部・女性部
の協力を得て、年間をとおしてその支援活動に取り組んでいます。

食育を目的とした農業体験

【自己改革の実践に向けた組合員の意思反映】

４５

ＪＡみちのく村山

当ＪＡは組合員との徹底した対話に基づいて｢農業者の所得増大｣｢農業生産の拡大｣｢地域の
活性化｣を基本目標とする創造的自己改革の実践に取り組んでおります。
昨年の自己改革の実践につきましては、新規就農者への支援、ネット販売の強化やふるさと

納税返礼品の付加価値販売につとめてまいりました。「地域の活性化」の取り組みでは、園
児・児童を対象とした農業体験、女性部を中心とした各種教室の開催、ＪＡまつりや産直所を
中心としたイベントの開催で組合員や地域の方々から一定の評価と今後の企画等に対し一層の
期待する声をいただくことができました。
今後も地域に根ざしたＪＡであり続けるため持続可能な経営基盤の確立・強化とともに組合

員との対話を通じ総合事業を基本として不断の自己改革に取り組んでまいります。

【自己改革を実践するための具体的な方針】
１．当JAは今後も組合員・地域の方々との対話を深め、変化していくニーズを的確に把握してまいります。

２．農業者の売上の増加・コスト低減につながる担い手目線の取り組みについて、目標および実践具体策の策

定等とあわせて実践し、改革の目的である｢農業者の所得増大｣を実現するほか｢地域の活性化｣にも取り組

んでまいります。

《農業者の所得増大・農業生産の拡大》

①需要に結びついた米の品種誘導・生産振興の推進

②選果施設を拠点にした銘柄産地の確立

③肥料・農薬の大型規格商品の取り組み

④山形牛の消費拡大運動とネット販売強化

⑤農業融資にかかる相談機能の充実・強化

《地域の活性化》

①食農教育を目的とした園児・児童を対象とした
農業体験の場づくり

②地域の郷土食・地産地消を目的とした女性部等
の料理教室の開催

③投資信託への取り組みによる組合員・地域の
方々の資産対策

④各種イベント・スマホ教室・セミナー等の開催
による組合員・地域の方々への貢献

３．改革の取り組みと成果について対話等を通じて評価を把握し、次の改革・実行・評価・改善を繰り返す

ことで目標に近づけ、不断の自己改革を着実に実践してまいります。

自己改革の実践と成果について、日々の訪問活動や組合員宅定期訪問・地区別座談会・渉外活動・各種イ

ベント等を通じて｢正組合員とともに地域農業や地域経済の発展を支える組合員｣である准組合員の声も聴く

ことで正准組合員が一体となったJA運営を実現し、組合員の評価を踏まえながら必要な見直しを行い、｢農業

者の所得増大｣と「地域の活性化」につながるよう取り組んでまいります。

管内において、人口減少・高齢化が本格化するなかで、後継者不足による農業者の減少がさらに加速化し、
不安定な世界情勢により生産コストの高止まりが深刻で、地域農業は厳しい状況が続いております。
当ＪＡの農業生産額は横ばいで販売品販売高は150億円前後で推移している状況ですが、今後の経営状況に
ついて過去５年間のトレンド(傾向)を基本として成り行きシミュレーションを行ったところ、令和８年度か
ら事業利益が赤字に転じる内容となりました。赤字の主な要因は、低金利における信用・共済事業の収益減
少並びに、購買事業の収益減少と燃料代高騰等による事業管理費の増加となっております。
当ＪＡでは、これらの課題に対応し健全で持続性のある経営を確保するため、第十次経営管理３カ年計画
で『未来のために～Next

ネクスト

Chapter
チ ャ プ タ ー

～』をテーマとし“次の章へ”確実に進み、当JAのめざす姿（１．地域農
業を守る ２．組合員の暮らしを豊かにする ３．地域の活性化に貢献する ４．持続可能な経営基盤の確立・
強化）を達成するため、活動の３本柱（１．農業生産基盤の強化 ２．ＪＡ経営基盤の確立・強化 ３．組
合員・地域との結びつき強化）を基本とし、各事業の重点実施項目を集中的に実践するほか、当ＪＡの課題
を整理し機構の見直しも含め、役職員で一丸となって取り組んでまいります。
また、全事業を対象とした「みちのく村山プログラム」の開催で事業計画・自己改革の取り組みの進捗状
況を確認し確実に実践していき、事業の抜本的な見直し・検討も含め、直接販売事業の強化と生産性の向上、
施設の経営効率化に取り組み、さらなる事業の発展をめざしてまいります。

２月25日、２月26日の２日間、管内３地区で座談会を開催。
様々な機会で頂いたご意見、ご要望は十分な検討を重ね、今後
のＪＡ事業運営に反映させていきます。

特特集集

地区別座談会

最新の農業資材を一堂に展示するアグリスマートフェアを11月
１日にＪＡ本店で開催しました。省力化肥料、農薬、資材等の展
示や、気象対策・省力化をテーマにした講習会もおこない、コス
ト軽減につながる対策に取り組んでいます。

アグリスマートフェア

当ＪＡとＪＡ共済連山形は、令和７年度２市１町に16基のカ
ーブミラーを寄贈しました。昭和48年から累計で1,137基にな
ります。

２市１町にカーブミラーを寄贈

おばね産直館「はいっと」では、様々なイベント時だ
けではなく、1年をとおして山形牛の販売をおこない、
消費拡大に取り組んでいます。

山形牛の消費拡大

自 己 改 革 工 表程
【自己改革を支える経営基盤の確立・強化】

６月28日に大石田、７月５日に尾花沢でＪＡ夏まつりが開催さ
れました。おたのしみ抽選会や地元園児によるパフォーマンスも
行われ、両会場とも多くの組合員や地域の方々で賑わいました。

ＪＡ夏まつり
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ＪＡみちのく村山自己改革工程表 数値編

重 点 目 標 成果指標・目標値

農業者の所得増大・農業生産の拡大
需要に結びついた米の品種誘導・生産振興の推進
対象者：農業者 売上増加の効果
令和８年度 主食米シェアの拡大 R７年度対比+2,250俵

選果施設を拠点にした銘柄産地の確立
対象者：農業者 規模維持・拡大
令和８年度 新規就農者２名以上の獲得 ２名以上の獲得

肥料・農薬の大型規格商品の取り組み
対象者：担い手農家 売上増加の効果
令和８年度 6,600万円 前年対比＋50万円
山形牛普及の消費拡大運動実施とネット販売強化
対象者：必要とするすべての方 売上増加の効果
令和８年度 6,000万円 前年売上＋1,000万円

農業融資にかかる相談機能の充実・強化
対象者：農業者 相談機能の充実
令和８年度 5.5億円 毎年100名

令和７年度 令和８年度
目 標 実 績 目 標

R４年度対比+6,750俵 ４年度対比△4,350.5俵(△1.9％) Ｒ７年度対比+2,250俵
令和７年度 令和８年度

目 標 実 績 目 標
２名以上 11名

(村山２名・尾花沢７名・大石田２名) ２名以上
令和７年度 令和８年度

目 標 実 績 目 標
2,100万円 6,533万円 6,600万円

令和７年度 令和８年度
目 標 実 績 目 標
１億円 4,571万円 6,000万円

令和７年度 令和８年度
目 標 実 績 目 標
５億円 4.9億円 5.5億円

地 域 の 活 性 化
食農教育を目的とした園児･児童を対象とした農業体験の場づくり
令和８年度 実施回数 年／20回

各種教室の開催(地産地消を目的とした料理教室･手芸教室･体操教室等)
令和８年度 実施回数 年／50回
投資信託への取り組みによる組合員･地域の方々の資産対策
令和８年度 6,000万円
各種イベント･スマホ教室･セミナー等の開催による組合員･地域の方々への貢献
令和８年度 年／40回

令和７年度 令和８年度
目 標 実 績 目 標
年／23回 年／25回 年／20回
目 標 実 績 目 標
年／50回 年／63回 年／50回
目 標 実 績 目 標
6,000万円 8,943万円 6,000万円
目 標 実 績 目 標
年／40回 年／53回 年／40回

経営基盤の確立・強化
｢みちのく村山プログラム｣で自己改革の取り組みの進捗管理と
事業の見直し・検討を含めた会議の開催
令和８年度 事業の見直し･検討を含め､経営効率化に取り組む

施設の有効活用に向けた管理体制の構築
令和８年度 遊休資産の利活用・条件を整備し早期に実行

内部留保の充実
令和８年度 定款および中央会指標に基づき内部留保の充実につとめる

令和７年度 令和８年度

目 標 実 績 目 標

年／10回 年／13回 年／10回

目 標 実 績 目 標
一部実施 一部実施 一部実施
目 標 実 績 目 標

当期剰余金の１/５以上 当期剰余金の１/５以上 当期剰余金の１/５以上

対 話 ・ 意 思 反 映
項 目

地区別座談会(各地区回数／出席人数合計)
地区別総代協議会(各地区回数／出席人数合計)

運営委員会(青年部･女性部･各地区実行組合長代表･生産者代表･学識経験者)
定期訪問を通しての組合員・利用者との対話

ホームページ･広報誌等を活用した当ＪＡに対しての意見募集

令和７年度計画 令和７年度実績 令和８年度計画
各地区１回／190名 各地区１回／162名 各地区１回／200名
各地区１回／150名 各地区１回／108名 各地区１回／160名

２回以上 ２回 ２回
１職員／年12回 １職員／年12回 １職員／年12回
年２回 年２回 年２回

令和７年度 令和８年度

目 標 値 実 績 値 進 捗 率 目 標 値

農業融資新規実行額（単位：百万円） 684 826 120.8％ 684

農業融資強化の取り組み

（注）目標値および実績値には日本政策金融公庫への取次分を含んでいる。

・管内の農業情勢は本格的な世代交代期を迎え、これまで以上に担い手に集積が進むなど
農業生産構造が大きく変化しており、新規就農者や法人経営の農業者が増加するなど明
るい兆しが見られる一方で、人口減少、高齢化、後継者不足のほか、昨今の急激な生産
資材の価格高騰・高止まり、激甚化・常態化する気象災害等の外的要因の不安材料もあ
ります。また、農政や経済政策にも大きく影響されるなど、地域農業は厳しい状況に直
面しています。
・物価高騰により新築住宅価格が高騰したため、若年層でも安心して住宅を購入ができる
よう金利弾力のキャンペーンを行いました。
・営農販売部と情報の共有をはかったうえでの訪問活動を実施し、農家ニーズに合わせた
情報提供と資金提案を行いました。
・令和７年度も異常気象に対する緊急対策として当ＪＡ独自の災害資金を実施しました。
・農業近代化資金の保証料の全額助成を行いました。
・支払利息の軽減を通した経営者支援を目的にＪＡバンク利子補給制度を活用した低利資
金の提供を行いました。

・物価高騰対策のためのキャンペーンを企画してまいります。
・認定農業者・担い手農家・新規就農者への近代化資金の積極的な取り組みにつとめます。
・引き続き行政との連携により営農類型や経営規模に応じた補助事業を含めての情報提供
により資金需要を把握し、有利な農業資金の提案につとめます。
・他部門との連携強化による情報の共有と同行訪問を実施し、大規模農家、農業法人等の
ニーズに合わせた情報提供・情報収集による資金提案に取り組みます。
・新築住宅の価格が高騰しているなかで、リフォーム住宅の需要も見込まれることから、
ハウスメーカーへの訪問活動を継続して行います。
・融資担当者のスキルアップに向けた研修会・勉強会を開催します。
・引き続き農業近代化資金の保証料の全額助成を行います。
・引き続きＪＡバンク利子補給制度を活用した低利資金の提供につとめます。

令和７年度の取組状況と要因分析

令和８年度における具体的取組み
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村山市立大久保小学校の３年生６人が５月26日、
社会科の地域学習の一環として、当ＪＡの雪室施設
を見学しました。
ＪＡ村山営農センターの担当職員が、雪が解ける
時にでる冷たい空気を利用して最大3600㌧の米を保
管する「零温雪室倉庫」の概要を説明。雪が貯蔵さ
れている「貯雪室」では、季節外れの雪の山に驚い
ていました。倉庫内は５℃と外気温との差が２０℃
以上あり、児童たちは涼しさにびっくり。米が保管
している状態を見るのも初めてで、実際、米検査用
の器具を使用して米検査の手順も体験しました。
学校給食にも「雪室米」が使用されていて、児童
たちからは「雪室の中の米は何種類あるのか」、「米
はどこに販売されているのか」など多くの質問が出
されました。

尾花沢営農センターアスパラガス生産部会は５月
15日、尾花沢市の中ノ段集荷場で目ぞろえ会を開き
ました。生産者や市場関係者など20人が参加。見本
を手に取り、出荷規格を再確認しました
遠藤和彦部会長が「ようやく本格的出荷を迎えた。
これから１ヵ月ほど出荷が続くが、良品質出荷に心
がけよう」とあいさつ。山形丸果中央青果㈱の柏倉
隆文代表取締役社長が他産地の出荷情勢などを報告
しました。
ＪＡ職員が出荷規格や収穫時の注意点などを説明。
参加した生産者は出荷規格の見本を手に取り、傷や
穂の開き、結束テープの位置などを細かく確認しま
した。

▲出荷規格を再確認する生産者たち

▲水稲苗の積み込み作業(大石田育苗センター)

出荷規格を再確認
～アスパラガス目ぞろえ会～

農業の大切さ知って
～大久保小児童が雪室見学～

さなぶり祭りが５月29日にＪＡグリーンおおいし
だ前で開かれました。
田植えが一段落する時期にあわせて実施したもの
で、先着100名に粗品をプレゼント。花苗や特別価
格商品も多数取り揃えるとともに、産直「つなぎ」
も出張販売。焼き鳥など特設コーナーも設けられ賑
わいました。
訪れた人たちは楽しいひと時を過ごし、さなぶり
気分を満喫していました。

▲さなぶりに合わせて開かれた祭り

さなぶり気分を満喫
～大石田でイベント～

当ＪＡ管内の水稲育苗施設では、４月中旬に播種
作業が行われた苗が順調に生育、５月中旬から水稲
苗の引き渡しが行われました。
どの施設も、ピークの時期には早朝から農家のト
ラックの行列ができ、従業員や職員によって次々に
積み込まれました。

順調に生育
～管内の育苗施設で苗引き渡し～
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Ａ
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Ａ
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、
警
察
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
が
連
携

し
て
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
盗
難

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
盗
難
ゼ
ロ
を
目
指
し

防
犯
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

続
い
て
近
藤
専
務
が
「
Ｊ
Ａ
み

ち
の
く
村
山
と
し
て
も
農
家
お
よ

び
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
作

物
の
盗
難
に
よ
る
被
害
を
防
止
し

て
い
く
。
丹
精
込
め
て
作
っ
た
農

作
物
を
守
ろ
う
」
と
宣
言
し
、
三

浦
組
合
長
を
本
部
長
と
す
る
「
農

作
物
盗
難
防
止
対
策
本
部
」
を
設

置
。
各
営
農
セ
ン
タ
ー
長
に
自
主

警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
腕
章
が
伝

達
さ
れ
、
各
班
に
分
か
れ
て
さ
っ

そ
く
巡
回
活
動
に
出
発
し
ま
し
た
。

村
山
市
立
大
久
保
小
学
校
の
給

食
に
５
月
15
日
、
地
元
農
家
が

作
っ
た
加
温
さ
く
ら
ん
ぼ
が
登
場
。

全
児
童
48
人
が
ひ
と
足
早
い
初
夏

の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
久
保
地
区
の
農
家
で
組
織
す

る「
食
材
応
援
団（
髙
谷
太
代
表
）」

が
、
地
元
の
新
鮮
で
美
味
し
い
農

作
物
を
子
供
た
ち
に
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
露
地
物
よ
り
も
１

〜
２
カ
月
早
く
出
荷
さ
れ
る
加
温

さ
く
ら
ん
ぼ
の
｢紅
秀
峰
｣約
160
粒

が
届
け
ら
れ
、
一
人
２
粒
ず
つ
配

ら
れ
ま
し
た
。
５
年
生
の
大
場
萌

恵
さ
ん
(10
)は
「
甘
酸
っ
ぱ
く
て

お
い
し
い
。
家
で
も
さ
く
ら
ん
ぼ

を
育
て
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
ん
な

に
早
く
食
べ
ら
れ
る
の
は
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

応
援
団
の
メ
ン
バ
ー
で
、
提
供

し
た
三
原
勝
さ
ん
の
お
い
、
教
平

さ
ん
(41
)が
子
供
た
ち
と
一
緒
に

給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。
高
知
県

出
身
で
、
４
年
前
か
ら
勝
さ
ん
の

下
で
さ
く
ら
ん
ぼ
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
教
平
さ
ん
は
「
愛
情
を
こ

め
て
作
っ
た
お
い
し
い
さ
く
ら
ん

ぼ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

▲大粒の加湿さくらんぼに笑顔の児童

初夏の味楽しむ
～大久保小で加温さくらんぼ給食～

▲営農センター長に自主警戒腕章を伝達

▲巡回活動に出発する関係者ら

▲雪室を見学した大久保小の児童
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自
分
ら
し
く
生
き
る
―
今
で
き
る
こ
と
―

人
生
で
最
も
多
い
後
悔
と
し
て
、
よ
く

挙
げ
ら
れ
る
言
葉
が
あ
る
。「
も
っ
と
勇

気
を
出
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
れ
ば
よ

か
っ
た
」、「
他
人
の
目
を
気
に
せ
ず
、
自

分
の
人
生
を
歩
む
べ
き
だ
っ
た
」、
そ
う

し
た
声
が
、
調
査
に
よ
れ
ば
数
多
く
聞
か

れ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
そ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
額
面

ど
お
り
に
受
け
取
っ
て
い
い
だ
ろ
う
か
。

私
が
幼
い
頃
か
ら
見
て
き
た
父
と
母
の
姿

は
、
そ
う
し
た
言
葉
と
は
ど
こ
か
遠
い
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
。
農
家
と
し
て
、
朝
ま
だ

暗
い
う
ち
か
ら
畑
に
出
て
、
日
が
沈
ん
で

も
、
な
お
手
を
動
か
し
続
け
る
。
夜
に
な

れ
ば
縄
を
編
み
、
翌
日
の
仕
事
の
準
備
を

す
る
。
そ
れ
で
も
足
り
な
け
れ
ば
、
わ
ず

か
な
収
入
を
得
る
た
め
に
内
職
も
こ
な
す
。

泥
と
汗
に
ま
み
れ
た
、
そ
の
背
中
が
あ
る
。

あ
の
姿
を
｢自
分
ら
し
く
生
き
て
い
な

か
っ
た
｣と
は
、と
て
も
思
え
な
い
。生
き

る
こ
と
に
は
、
お
金
が
い
る
。
家
族
が
い

れ
ば
、
自
分
ひ
と
り
の
望
み
よ
り
先
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
我

慢
も
す
る
。
優
先
順
位
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
は
決
し
て
、
夢
を
諦
め
た
敗
北

な
ど
で
は
な
く
、
誰
か
を
支
え
る
た
め
に

❶目玉焼きにもオムレツにも
使います

❸鳥を使う伝統漁法
❻梅雨が明けると――本番
❼プラスの記号を使う計算
❽コーヒーを入れるプロです
10タマネギを切ると出ることも
14島倉千代子のヒット曲『――
いろいろ』

16青空を横切る――雲
18ヒグラシ、ツクツクボウシ
といえば

19正午までの12時間
20首がながーい動物

⬇ タテのカギ
❶７月７日の行事といえば
❷花火や縁日が楽しめることも
❸土用の――の日にウナギを食
べると夏バテしないといわれ
ます

❹盛んに噴煙を上げるものもあ
ります

❺契約書に押すもの
❼和室の床は板張りや――です
❾これを踏むと、キュッと鳴く
海岸もあります

11消防――、少年探偵――
12――不足、レム――、――学
習

13｢虎魚｣とも書く、背びれに毒
トゲのある魚

15鶏の首周りの肉
16旧国名のひとつ。現在の熊本県
17あとは――を天に任せて待つよ

➡ ヨコのカギ

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広
報
係
行

1213

19

20

16

17

18

14

13

14

15

10

11

12

８

９

12

６

７

１

２

３

４

５Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答え

2117

18

19

18

20

14

15

16

17

12

13

８

９

10

11

５

６

７

１

２

３

４

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の
５名の方が当選しました。おめでとうございます。

５月号の答え ｢シンジャガ｣

[ハガキ記入例]◆応募のきまり
•応募は１人につき１回有効です。
•紙面の都合により「みちのくぼいす」
に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合
も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』７月号で行い
ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先
•ハガキ…[記入例]をご参照ください。
•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp
•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ６月23日(火)
※ 当日消印有効

ペンネームを使用する方は、
本名・ペンネーム両方とも
記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！
すてきな賞品をプレゼント
みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名
クロスワードパズル正解者の中から……５名

995-001185

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え
②｢みちのくぼいす｣テ
ーマなどに関する身
近な話題、ご意見・
ご感想
③郵便番号・住所
④氏名・ペンネーム
⑤年齢
⑥性別
⑦電話番号

•スガッチ さん(村山市）
•山ちゃん さん(村山市）
•桜・モモコ さん(大石田町）
•めいさや さん(尾花沢市）
•レーズンサンド さん(大石田町）

Ｄ

今
回
の
テ
ー
マ

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢お
気
に
入
り
の
雨
の
日
の
過
ご
し
方
｣

で
す
。

平
年
で
す
と
も
う
す
ぐ
梅
雨
入
り

で
す
。
皆
さ
ん
の
雨
の
日
の
過
ご
し

方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

｢私
、
わ
が
家
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」

テ
ー
マ
大
賞

Ｅ

ア ケ リ ヨ コ ウ

ア マ ヤ ド リ ジ
ト ク カ ジ ツ

デ ン ジ ハ ゲ シ

リ ウ シ ガ エ ル

キ ヨ シ ミ ユ

ガ ン コ ウ タ

り
・
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
野
菜
苗
や
芽
出
し

里
芋
種
を
購
入
し
植
え
た
り
、
と
う
も
ろ

こ
し
・
オ
ク
ラ
な
ど
の
種
を
蒔
い
た
り
し

ま
し
た
。
孫
達
も
来
て
徳
良
湖
付
近
で
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
グ
ン
グ
ン
自
転
車
を
こ
い

で
進
む
子
ど
も
達
に
親
達
で
さ
え
追
い
つ

く
の
も
必
死
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
夕
飯
は

寿
司
と
焼
肉
、
そ
し
て
ケ
ー
キ
や
柏
餅
と
、

い
つ
も
は
気
に
な
る
値
段
で
す
が
財
布
の

紐
が
緩
み
過
ぎ
て
奮
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
た
り
外
食
を
し
た
り
、

笑
顔
に
癒
さ
れ
元
気
を
貰
い
な
が
ら
、
楽

し
く
有
意
義
な
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

な
り
ま
し
た
。

（
尾
花
沢
市
／
め
い
さ
や
さ
ん
)

家
庭
菜
園
に
夏
野
菜
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
は
や
く
お
お
き
く
な
〜
れ
！

（
大
阪
府
堺
市
／
た
ろ
や
ん
さ
ん
)

大
型
連
休
も
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

楽
し
い
時
の
流
れ
の
早
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
こ
の
時
期
を
利
用
し
、
梅
雨
の
季
節

に
備
え
た
衣
替
え
や
エ
ア
コ
ン
の
清
掃
な

ど
に
勤
し
み
ま
し
た
。
休
み
疲
れ
も
あ
る

の
で
体
調
管
理
に
留
意
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
京
都
府
京
都
市
／
サ
ラ
ダ
さ
ん
)

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
毎
年
ど
こ
に

も
行
か
ず
ひ
た
す
ら
畑
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
で
旅
行
や
帰
省
で
混
雑
し
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
家
で
ゆ
っ
く

り
し
て
い
る
の
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
大
石
田
町
／
隊
長
さ
ん
)

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
娘

が
子
供
を
連
れ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
正

月
帰
っ
て
来
た
時
よ
り
走
り
回
る
よ
う
に

な
り
、
話
せ
る
言
葉
も
増
え
て
ま
し
た
。

孫
は
手
放
し
で
可
愛
い
で
す
ね
。

(村
山
市
／
み
か
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

久
し
ぶ
り
の
Ｇ
Ｗ
が
休
み
で
、
家
族
で

Ｂ
Ｂ
Ｑ
し
た
り
出
掛
け
た
り
で
き
て
よ
か

っ
た
な
。

(尾
花
沢
市
／
２
児
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

親
戚
で
も
中
々
会
う
機
会
が
少
な
く
な

り
、
亡
く
な
る
時
が
集
ま
る
時
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
と
、
約
20
年
ぶ
り
に
顔
合
わ

せ
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
元
気
そ
う
で
、

楽
し
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
な
り
ま

し
た
。

（
愛
知
県
岡
崎
市
／
あ
ふ
が
ん
さ
ん
)

春
先
か
ら
ク
マ
が
出
没
し
て
い
る
の
で
、

山
菜
採
り
に
行
く
の
を
や
め
ま
し
た
。
家

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
時
間
が
多
か
っ
た

で
す
。
（
尾
花
沢
市
／
ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
)

午
前
は
家
庭
菜
園
の
耕
耘
、
マ
ル
チ
掛

け
、
畝
作
り
。
今
ま
で
で
一
番
上
手
に
出

来
ま
し
た
。
午
後
は
読
書
、
編
み
物
等
、

自
分
的
に
は
計
画
通
り
の
行
動
が
で
き
ま

し
た
。(大
石
田
町
／
桜
・
モ
モ
コ
さ
ん
)

私
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
息
子
と

少
々
の
山
菜
採
り
、
畑
に
春
野
菜
の
種
ま

き
、
苗
定
植
、
五
月
節
句
で
孫
た
ち
の
兜

飾
り
に
柏
も
ち
な
ど
手
土
産
に
息
子
宅
へ
。

今
年
は
長
男
孫
が
帰
っ
て
ま
し
た
。
長
く

伸
ば
し
た
髪
、
今
風
の
若
者
で
し
た
。
笑

顔
は
優
し
く
、
穏
や
か
な
青
年
に
な
っ
て

い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
茶
を
ご
ち

そ
う
に
な
り
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
、
心
に

栄
養
を
い
た
だ
い
た
よ
う
で
し
た
。

（
村
山
市
／
75
歳
女
性
さ
ん
)

あ
っ
と
い
う
間
の
５
連
休
で
し
た
。
以

前
は
、
中
１
日
は
仕
事
に
出
た
り
で
し
た

が
、
今
は
ほ
ぼ
庭
い
じ
り
を
し
た
よ
う
な

…
子
供
が
小
さ
い
時
は
必
ず
お
出
か
け
し

て
い
た
の
が
、
じ
い
や
と
毎
日
仲
良
し
こ

よ
し
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

(大
石
田
町
／
彩
里
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

い
つ
も
の
よ
う
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
、
地
区
の
お
祭
り
に
農
作
業
、
山
菜

採
り
と
相
変
わ
ら
ず
で
し
た
。
そ
れ
で
も

楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

(村
山
市
／
ゆ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

わ
が
家
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
毎

年
家
庭
菜
園
の
苗
植
え
と
決
ま
っ
て
ま
す
。

里
芋
は
110
個
植
え
ま
し
た
。
あ
と
は
ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ネ
ギ
、
じ
ゃ
が
い

も
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
さ
や
え
ん
ど
う
、

さ
さ
ぎ
と
定
番
の
野
菜
を
植
え
ま
す
。
き

ゅ
う
り
の
赤
ち
ゃ
ん
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
て
、
じ
ゃ
が
い
も
と
里
芋
の
芽
も
順

調
で
楽
し
み
で
す
。

(大
石
田
町
／
こ
っ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
さ
ん
)

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
息
子
家
族
と

一
緒
に
春
の
旬
料
理
を
味
わ
っ
た
こ
と
で

す
。
孟
宗
筍
の
に
し
ん
と
酒
粕
を
入
れ
た

煮
物
、
た
け
の
こ
ご
飯
、
タ
ラ
ノ
メ
の
天

ぷ
ら
、
ふ
き
の
煮
物
、
新
タ
マ
ネ
ギ
の
サ

ラ
ダ
、
鰆
の
煮
付
け
な
ど
、
春
の
料
理
に

お
腹
も
心
も
満
足
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
で
し
た
。

（
村
山
市
／
ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

若
い
頃
は
楽
し
み
の
一
つ
で
、
旅
行
や

計
画
な
ど
も
た
て
ま
し
た
が
、
今
は
、
毎

日
が
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
な
の
で
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
も
シ
ル
バ
ー
も
な
く
な
り
さ
み
し
い
限

り
で
す
。

(大
石
田
町
／
レ
ー
ズ
ン
サ
ン
ド
さ
ん
)

連
休
は
天
気
が
続
か
な
か
っ
た
け
ど
、

天
気
の
い
い
日
は
窓
掃
除
を
し
、
数
日
か

か
り
ま
し
た
が
全
部
終
わ
り
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
汚
れ
る
け
ど
、
部
屋
も

明
る
く
な
り
し
ば
ら
く
は
気
持
ち
よ
く
過

ご
せ
そ
う
で
す
。

（
村
山
市
／
山
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

最
上
川
舟
下
り
を
し
ま
し
た
。
天
気
も

良
く
、
50
分
間
の
楽
し
い
船
旅
で
し
た
。

ま
た
、
最
上
川
舟
唄
他
３
曲
、
船
頭
さ
ん

の
日
本
一
に
な
っ
た
と
い
う
歌
は
最
高
で

し
た
。

（
尾
花
沢
市
／
お
茶
々
さ
ん
)

今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
難
し
か
っ
た
で

す
。
来
月
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
尾
花
沢
市
／
胡
蝶
蘭
さ
ん
)

我
が
家
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
家

の
片
付
け
を
し
ま
し
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
時
に
片
付
け
切
れ
な
か
っ
た
粗
大
ゴ
ミ

の
廃
却
後
は
２
歳
の
孫
と
小
旅
行
電
車
に

乗
っ
て
お
出
か
け
し
ま
し
た
。
色
々
疲
れ

ま
し
た
が
い
い
季
節
な
の
で
掃
除
も
お
出

か
け
も
行
動
す
る
気
力
が
出
ま
す
。
暑
く

な
る
ま
で
も
う
ひ
と
頑
張
り
し
ま
す
。

(尾
花
沢
市
／
こ
う
め
い
ば
あ
ば
さ
ん
)

わ
が
家
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、

こ
れ
と
言
っ
て
旅
行
に
行
く
で
も
な
く
近

場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
楽
し
み
ま
す
。

(東
京
都
あ
き
る
野
市
／
76
歳
男
性
さ
ん
)

自
宅
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

（
大
石
田
町
／
ズ
ン
ズ
ン
コ
さ
ん
)

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
毎
年
恒
例

で
野
菜
苗
の
植
え
付
け
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
天
気
を
見
な
が
ら
５
月
３
日
は
Ｊ
Ａ

グ
リ
ー
ン
お
ば
な
ざ
わ
で
茄
子
・
き
ゅ
う

二
人
暮
し
の
生
活
が
一
変
。
総

勢
９
人
の
賑
や
か
な
数
日
間
で
し

た
。
そ
ん
な
中
お
嫁
さ
ん
の
提
案

で
、
よ
も
ぎ
団
子
作
り
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
も
ぎ
の
収

穫
か
ら
も
ち
つ
き
、
あ
ん
を
入
れ

丸
め
る
作
業
等
、
全
行
程
二
人
で
。

よ
も
ぎ
好
き
の
二
人
は
も
ち
ろ
ん

自
画
自
賛
、
家
族
か
ら
も
大
好
評

で
し
た
。
一
人
で
の
挑
戦
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
購
入
派
だ
っ
た
私
で

す
が
、
楽
し
い
よ
も
ぎ
団
子
作
り

と
な
り
ま
し
た
。
お
嫁
さ
ん
と
一

緒
だ
か
ら
な
お
さ
ら
楽
し
か
っ
た

の
か
な
？
ま
た
挑
戦
し
た
い
で
す
。

(村
山
市
／
赤
毛
の
ア
ン
大
好
き
お
ば
さ
ん
さ
ん
)

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ａ

春
の
陽
に

摘
果
作
業
に

汗
な
が
る

風
の
ご
ほ
う
び

い
っ
ぷ
く
お
茶
も

（
村
山
市
／
75
歳
女
性
さ
ん
)

慈
恩
寺
に

列
に
並
び
て

秘
仏
を

観
て
は
手
を
合
わ
す

春
の
一
日

※
一
日
だ
け
で
す
が
、
寒
河
江
の
慈
恩
寺
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
放
送
中
の
「
豊
臣

兄
弟
」
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
て
い
た
の
で
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
い
ま
し
た
。
帰
り

に
は
産
直
に
行
っ
て
春
野
菜
や
山
菜
な
ど
を
買
っ
て
き
ま
し
た
。

（
村
山
市
／
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｅ

投

稿

おたより紹介コーナーおたより紹介コーナー

選
ん
だ
、
立
派
な
生
き
方
だ
っ
た
は
ず
だ
。

そ
し
て
、
人
生
は
短
い
。
ど
れ
ほ
ど
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
て
も
、
死
は
必

ず
、
誰
の
も
と
に
も
や
っ
て
く
る
。「
一

度
き
り
の
人
生
を
、
心
か
ら
満
足
の
い
く

も
の
に
し
た
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、

た
し
か
に
耳
に
心
地
よ
く
響
く
。
だ
が
現

実
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
何
ら
か
の
後

悔
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
後
悔
の
な
い
人
生
よ
り
も
、

後
悔
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
歩
む
人

生
の
ほ
う
が
、
む
し
ろ
人
間
ら
し
い
と
さ

え
思
う
。

で
は
、
｢自
分
ら
し
く
生
き
る
｣と
は
、

い
っ
た
い
何
な
の
か
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
、

す
べ
て
を
捨
て
て
夢
に
飛
び
込
む
こ
と
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
好
奇
心
を
持
ち
、

挑
戦
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
成
功
を
手
に

す
る
。
確
か
に
そ
れ
が
理
想
の
形
だ
と
し

て
も
、
日
々
の
暮
ら
し
や
家
族
の
存
在
を

抱
え
た
中
で
は
、
そ
う
単
純
に
は
い
か
な
い
。

な
ら
ば
、
今
い
る
場
所
で
考
え
て
み
る
。

今
の
会
社
で
与
え
ら
れ
た
仕
事
の
中
に
、

挑
戦
で
き
る
企
画
は
な
い
か
。
好
奇
心
を

持
っ
て
向
き
合
え
る
課
題
は
な
い
か
。
自

分
だ
け
が
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
周
囲

に
も
認
め
ら
れ
、
会
社
の
実
績
と
し
て
評

価
さ
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
何
か
で

き
な
い
か
。

そ
れ
は
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
と
し

て
は
、
小
さ
な
挑
戦
か
も
し
れ
な
い
。
派

手
さ
は
な
い
し
、
誰
か
に
自
慢
で
き
る
も

の
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

そ
の
小
さ
な
一
歩
も
ま
た
、
紛
れ
も
な
く

「
自
分
ら
し
さ
」
の
ひ
と
つ
だ
と
思
う
。

大
き
く
跳
ぼ
う
と
す
る
こ
と
だ
け
が
、

挑
戦
で
は
な
い
。
足
元
を
見
つ
め
、
こ
の

環
境
の
な
か
で
、
今
で
き
る
こ
と
を
誠
実

に
や
り
続
け
る
こ
と
。
そ
れ
も
ま
た
、
自

分
の
人
生
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

父
と
母
が
、
泥
だ
ら
け
の
手
で
そ
う
し

て
い
た
よ
う
に
。

（
Ｇ
Ｇ
さ
ん
)
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おいしい山形で働いてみませんか！
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ＪＡみちのく村山コンプライアンス基本方針
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農林中央金庫山形支店から表彰


